
  

 

 

 

  

 

                        

   

 

 

 

     

札幌市立栄緑小学校：学校だより 

「夢いっぱい 笑顔いっぱい あいさついっぱいの学校」への取組 

                                教頭  

１．夢いっぱい「出前授業の充実～プロから学ぶ、体験から学ぶ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．笑顔いっぱい「校内支援センター『みんなのへや』の開設」 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．あいさついっぱい「児童会の取組とパートナー校との連携」 

 毎朝、玄関では児童会書記局を中心に、元気な挨拶が響いています。今月は、世界の様々な国の

挨拶で、子どもたちも楽しみながら挨拶に取り組んでいます。先日行われたスクールゾーン実行委員

会でも、子どもたちが登校の見守りの際に「挨拶をしてくれて嬉しい」というお声をいただきました。 

今週、札幌市が取り組んでいる「子どもサミット」に向けて栄中パートナー校 3 校がオンラインで繋

がり、挨拶について話し合っていました。地域一丸となり、「あいさついっぱい」に向けて取り組んでい

ます。 

 

 1 学期は多くの出前授業がありました。例えば、1 年生は食指導として企業の講師を招き「元気が

出る朝ご飯」について学びました。3・４年生では、総合的な学習の時間の講師として農家のプロをお

呼びして、育て方のアドバイスをいただきました。 

 時には、校外学習へも出掛け、青少年科学館や下水道記念館へも行きました。教室を飛び出して

本物に触れ、学校の中だけでは学べない貴重な経験は、子どもたちの興味関心・意欲を引き出し、

高めました。 

 5年生では、本校のスクールカウンセラーを講師に「心の授業」と題して、 

児童アンケートの実施時期に合わせて、いじめの定義について考える授業 

を行いました。 

全学年でも、「人間尊重教育」として出前授業を実施。互いがかけがえの 

ない存在であること、温かい人間関係の在り方について講師から楽しく学ぶ 

ことができました。 

 

 今年度、本校 2 階に「校内支援センター」を開設しました。教室以外の第二の居場所・第二の学

びの場です。 

朝、教室に直ぐには入れない児童、「学校へ行きたくない」という登校渋りの児童、教室で過ごし

ていたが心が落ち着かない児童などがクールダウンするなど、安心して自分のペースで過ごせる空

間です。ついたてがあり、一人で学べる空間もありますし、楽しい知育教材、学習用具もあります。

ゆったり過ごせるソファや軽い運動ができる広いスペースもあります。もちろんエアコン完備。一人

ひとりに合った過ごし方ができる「みんなのへや」です。 

子どもだけでなく相談支援パートナーなど大人と一緒に過ごしますので安心です。そこで過ごし

た児童は笑顔になって、教室へ入ることが（戻ることが）できています。朝お子さんが登校を渋った

時、保護者の方も一緒に、ぜひこの部屋から、ゆるやかにスタートしてはいかがでしょうか。 

 いよいよ明日から夏休みがスタートいたします。学校の重点である上記３つの取組を止めないた

めにも、地域イベントに参加するなど、御家庭でもぜひ、本物の体験・経験を大切にしてください。

そして、挨拶がたくさん行き交う毎日への御協力をお願いいたします。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

８月の主な行事予定  

 
４日（火） 

１０日（月） 
１１日（火） 
２４日（月） 
 
 
 
 
 
２５日（火） 
 
２６日（水） 
 
 
２７日（木） 
２８日（金） 
 
 
３１日（月） 
 
 
  

 
ＰＴＡ資源回収 
夏季休校日（～17日） 
山の日 
２学期始業式(４時間、給食有り) 
教育実習開始（～9月18日） 
夏休み図書返本（28日まで） 
交通指導(25日まで)  
心臓検診問診票配付（1年：回収 28日）
ＡＬＴ 
全校５時間授業 
夏休み作品展(～9月 3日)  
全校５時間授業 
ＰＴＡによる登校見守り(～31日） 
こころの劇場（6年生） 
全校 5時間授業 
図書室開館 ＡＬＴ 
クロームブック持ち帰り日 
ＡＬＴ 
クラブ⑥ 
 
 
 

 

 

～楽しく有意義な夏休みに！～  
          ＊すぐーるで配信された「夏休みの生活」もお読みください。 
 
 夏休みは子どもたちが、学校を離れて家庭や地域で生活します。 
長期の休業でなければできないことに取り組み、健康で有意義な夏休み
にしてください。 
○一人一人に適した生活を 
・自分なりのめあてをもって無理のない生活をしましょう。 
・決めた課題を守れるように規則正しい生活をしましょう。 
・体力づくりや健康の増進を図りましょう。 

○家庭や地域で豊かな体験を   
  ・家庭での役割を自覚し、積極的にお手伝いをしましょう。 
・体験や経験を通して豊かな感性を育むよい機会です。熱中症対策もし
っかりと行いましょう。 

○命の尊さに気付き、 安全な休みを 
 ～交通事故にあわないように、特に自転車の利用のマナーとルールを確
認しましょう～ 

 ・道路の横断の際は、信号機や横断歩道を利用しましょう。 
・道路をお横断する前は、必ず止まって、左右の安全を確認しましょう。 
・自転車乗車の際は、ヘルメットを着用するなど被害軽減に努めましょ
う。 
・交通ルールを守り、交差点では一時停止と安全確認をしましょう。 
～不審な車や変質者には十分注意しましょう～ 
～川や海、花火などの夏型の事故に注意しましょう～ 
・全国的に、水の事故が増えています。十分に気を付けてください。 
 

札幌市教育委員会では、昨今、全国的な課題となっ

ている教職員の長時間勤務等への対応策として、夏休

み期間中に「夏季休校日」の取組を実施しております。

これに伴い、本校では、8月10日(月)～17日(月)を

夏季休校日とし、年末年始の休日と同様に、学校として

の休校日とさせていただきますので、御理解と御協力

をお願いいたします。 

夏休み中の転校、万一の事故や入院など緊急を要す

る場合は学校へ御連絡ください。 

℡ ７５３-５７３３（学校）  8：１５～16：４５ 

（土日祝日及び夏季休校日を除く。） 

札幌市立学校体罰事故 
調査委員会制度について 

 

札幌市では、標記の委員会制

度が施行されています。他校の校

長、ＰＴＡ役員及び第三者から構

成されるこの委員会の目的は、体

罰事故に関する調査の透明性と

公平性を確保し、事実関係をでき

るだけ正確に調査することにあり

ます。もし、体罰事故が発生した

場合には、この委員会の立会いの

もと、教員、児童及び保護者並び

にその他関係者から話を聴くこと

となります。学校として体罰が起き

ないよう万全を尽くしてまいります

ので、保護者の皆様の御理解と

御協力をお願いいたします。 

「体罰電話相談窓口」 

 （札幌市教育委員会） 

℡：272-6034 

受付：平日 10：15～16：45 

※土日祝日、年末年始を除く。 

教育実習生が来ます  

８月２４日(月)より、４週間、北海道教育大学札幌校

より１名の教育実習生が来ます。 

主に６年２組に入ります。 

 ２学期 始業式  ８月２４日(月)  登校時刻 ８：15～８：30（通常通り） 

〇持ち物 □上靴 □筆記用具 □給食袋 □夏休みの課題 など。 

     ※各学年のお便りを見て準備してください。 

〇給食ありで４時間授業となります。下校は1３：１5頃です。 

 


